
2023 年 6 月 16 日適用 

WebinarLounge ユーザー利用規約 

 

第 1 条（適用） 

本利用規約は、ウェビナーラウンジ(WebinarLounge™) サービス（以下「本サービス」とい

い、その詳細は第２条の定義条項を参照）を、本個別規程（以下「本規程」といいます）に

基づき提供するものとします。 

２．本規程に定めのない条件及び用語の定義は、基本規約に定めた定義を適用するものと

し、本規程に、Ｊストリームサービス基本規約（以下「基本規約」といいます）に異なる内

容が定められている場合、本規程の定めが基本規約の定めに優先して適用するものとしま

す。 

３．当社は、本規程の定めを変更する場合、予め相当な期間をもって、本サービスに関する

WEB サイトに掲載するなど契約者が認知できる方法を用いて通知するものとします。なお、

本規程の変更後、契約者に本サービスを利用いただいた場合、契約者は本規程の変更内容を

異議無くご承諾いただいたものとみなします。 

 

第２条（本サービスの概要と利用） 

1.本サービスは､ラウンジ・テーブル等、オンライン上の仮想空間で、ユーザー同士が同時

に双方向のコミュニケーションを取ることができるサービスです。 

2.ユーザーは、本サービスの性質上、第三者が入室できないテーブルを使用しない限り、他

のユーザーが、本ラウンジ内のテーブルに入室し当該ラウンジ上のテーブルの会話を聞

くことやチャットを見ることが可能であること、且つ、当社は当該会話・チャット等によ

り表現される全ての情報を機密として保持する義務は負担しないことを予め承知するも

のとします。 

3.ユーザーは、本サービスを利用することで、自ら又は第三者の機密情報や個人情報の不測

な知得・漏洩等が生じた場合であっても、当社の責に帰すべき事由による場合を除き、当

社は一切の責任を負わないことに異議無く合意するものとします。 

 

第３条（設備の負担等） 



1.ユーザーは、別途当社が定める推奨環境に基づき、本サービスを利用するものとします

が、当該推奨環境が本サービスの稼働・提供状況に何ら保証を意味するものでないこと

を予め承知するものとします。 

2.ユーザーは、本サービスの提供を受けるために必要な、ハードウェア、ソフトウェア及

びインターネット回線について、自らの費用と責任において対応するものとします。 

3.ユーザーは、本サービスの利用環境に応じて、コンピューター・ウィルスの感染の防

止、不正アクセス及び情報漏洩の防止等のセキュリティ対策を自らの費用と責任におい

て講じるものとし、当社は、本サービスを維持・管理する目的以外のためのセキュリテ

ィ対策について一切関与せず、一切の責任を負いません。 

 

第４条（アカウントの管理） 

1.ユーザーは、自己の責任において、当社から付与された本サービスの利用アカウント

（以下「アカウント」といいます）を管理・保管するものとし、これを第三者に利用さ

せ、又は貸与、譲渡、名義変更、売買等をしてはならないものとします。当社は、本サ

ービスの利用にあたりアカウントを用いた場合、当社がアカウントを付与した者が本サ

ービスを利用したものとみなします。 

2.アカウントの管理不十分又は第三者の使用等による損害の責任は、アカウントの付与を

受けた者が負うものとし、当社は一切の責任を負いません。 

3.ユーザーは、アカウントが盗用され又は第三者に使用されていることが判明した場合に

は、直ちにその旨を当社に通知するとともに、当社の指示に従うものとします。 

 

第５条（情報の取扱い等） 

1. ユーザーは、本サービスの利用をユーザーに許諾した事業者（以下「契約者」といいま

す）が、ラウンジ・テーブル上のユーザーの発言内容や、ユーザー自身によって送受信

したメッセージの内容及び配信された映像、本ラウンジ上におけるユーザーの利用状況

データ（アクセス履歴、滞在時間、チャット履歴、リアクション等を含みます。）の閲

覧、視聴、取得、分析等を行い、又は録音や録画を行うことがあることを予め承諾する



ものとします。なお、この場合、契約者は、電気通信事業法、個人情報の保護に関する

法律、電気通信事業における個人情報保護に関するガイドライン等の業務主管庁が定め

た事業分野別ガイドライン、その他関連する法令等及び当社のプライバシーポリシーを

遵守するために必要となる措置等を、自己の責任において実施するとともに、第三者の

肖像権その他の第三者の人格権を侵害しないことを表明し保証するものとします。 

2. 契約者が前項の義務に違反したことにより、ユーザー、その他の第三者に損害が生じた

場合、契約者の責任及び費用の下で解決するものとし、ユーザーは直接・間接問わず、

当社に対し何らの請求を行わないものとします。 

 

第６条（禁止行為） 

1.ユーザーは、本サービスの利用にあたり、以下の各号のいずれかに該当する行為をしては

なりません。 

 (1) 法令又は公序良俗に反する行為（ユーザーが本ラウンジにおいて当該行為が行う

ことを含みますが、これに限りません。） 

 (2) 当社、他の契約者、その他の第三者の知的財産権、肖像権、プライバシーの権利、

名誉、その他の権利又は利益を侵害する行為（かかる侵害を直接又は間接に惹起する行為 

を含みますが、これに限りません。） 

 (3) 第三者の知的財産権、肖像権、プライバシーの権利、名誉、その他の権利又は利益

を侵害する内容の映像データを本サービスに送信する行為 

 (4) 本サービスの利用申込に際し虚偽の事実を登録する行為 

 (5) 犯罪行為に関連する行為（ユーザーが本ラウンジにおいて当該行為が行うことを

含みますが、これに限りません。） 

 (6) コンピューター・ウィルスその他の有害なコンピューター・プログラムを含む情報

を送信する行為 

 (7) 本サービスに関し利用し得る情報を改ざんする行為 

 (8) 本サービスにおいて当社が提供する情報を本サービスの提供を受ける以外の目的

に利用する行為 

 (9) 逆アセンブル、逆コンパイル、リバースエンジニアリング、その他本サービスのソ

フトウェアを改変・修正・解析等をする行為 



 (10) 本サービスを通じて短時間に著しく大量のデータを送受信する行為等、本サービ

スの運営や他の契約者の利用の妨げになる行為 

 (11) 当社による本サービスの運営を妨害するおそれのある行為 

 (12) その他、当社が不適切と判断する行為 

2.コンテンツ及びこれに関する一切の記録は、原則として、本契約の解約、終了又は本期間

満了の日の翌日から 90日以内をもって当社が消去するものとし、ユーザーはこれに同意

するものとします。 

 

第７条（規定外事項） 

ユーザーは、本サービスの利用にあたり、本規約に記載のない事項がある場合、またはそ

の定めに疑義が生じた場合、原則として、契約者との間で双方誠意をもってこれを解決す

るものとします。 

 

以上 
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